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[ 研究概要 ]
　近年の目覚ましい電子技術の発展に伴って、古くから染色や顔料として用いられてきた色素が、着色以外の様 な々用途に応用されるよう

になった(図)。このような色素は機能性色素と呼ばれている。色素の応用範囲が着色用途以外の巾広い範囲に拡がるのに伴い、様々な材

料物性に適合した電子状態の分子が所望されるようになってきた。

　分子とその色の関係、つまり電子状態については、量子力学を基本とした分子軌道計算により定性的に予測・検討できるようになった。

分子分散状態で使用する染色などの用途にはこの手法での検討が可能である。一方、薄膜や微粒子などの固体状態において、溶液や分

子分散状態と異なる色調や物性を示す色素が多く知られている。しかし、固体における電子状態まで見通した分子設計は現在は不可能

であるため、固体状態で用いる色素材料の開発では、試行錯誤的な手法や偶然に頼っているのが実情である。分子の状態と結晶などの集

合体の状態を踏まえて色素材料を開発するためには、分子構造と結晶構造の関係と結晶状態での分子間相互作用について考える必要が

ある。前者は、結晶学の研究者により活発に研究が進められているが、後者についてはまだよく判っていない。これからの有機材料開発で

は、分子の結晶化と、結晶構造と電子状態の相関性という双方の観点から、分子に立ち戻る材料設計指針を見出すことが非常に重要であ

る。このような観点から、当研究室では機能性色素の結晶構造と分子間相互作用、固体物性の相関関係を解明し、機能性色素に代表され

る有機結晶性材料の分子設計指針の創出を最終目標とし研究に取り組んでいる。

[アドバンテージ]
　デバイスメーカーでのエンジニアとしての勤務経験を根底

に、科学的データに基づく技術や素材の開発・実用化を目指

しています。ご検討中の新規技術の科学的な考察や測定な

どでお悩みの場合は、是非一度ご相談下さい。	

[事例紹介]
　色素材料の関係では、製品化された事例はありませんが、

下記のような特許を出願中で技術活用に向けて検討を開始し

ている段階です。

・有機半導体素子

・近赤外発光材料

　また教育関係では、携帯電話を題材とした高校生向け環境

教育教材を開発し現在実践を進めております。実践の協力校

を募集しておりますので、興味を持って頂いた場合は是非一

度ご連絡下さい。

■ 相談に応じられるテーマ
機能性色素の電子状態の解析
機能性色素の結晶構造解析
有機色素薄膜の作製・物性測定及び構造解析
蛍光プローブや染色色素の色変化(異染色性)や発光状態変化の分析
先端技術を題材とした環境教育プログラムの開発
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dye molecules』「CrystEngComm, vol.17, pp.7213-7226」 2015
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conformational polymorphism in a series of 2,5-diamino-3,6-
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vol.17, pp.5789-5800」 2015

『Unexpected photochemical debenzylation of 2,5-bis(dibenzylamino)-

3,6-dichloro-p-benzoquinone』 「Dyes and Pigments, vol.121, pp.336-341」

『Optical properties of three differently colored crystal 

modifications of a 2,3-dicyanopyrazine dye』「Bulletin of the 

Chemical Society of Japan, vol.88, pp.716-721」 2015

『Ambipolar organic field-effect transistors based on solution-

processed single crystal microwires of a quinoidal oligothiophene 

derivative』「Chem. Commun., vol.51, pp.5836-5839」 2015

■ 主な特許
「5-t-ブチル-2,3-ジシアノ-6-[4-(ジメチルアミノ)スチリル]ピラジン
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「色材・顔料・色素の設計と開発」 情報機構2008.1

「実践環境教育」 共立出版2007.9

56


